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第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

 

は じ め に 
 

3 月は、近づく春の気配で心躍る一方で、別れのさみしさを感じる季節でもありま

す。保土ケ谷区民会議は、令和 7 年 3 月で第 25 期が終わり 4 月より新たに第 26 期

が始まります。 

 

思えば、5 年前に始まったコロナ禍の渦中にあった第 23 期・第 24 期から脱し、よ

うやく通常の活動に戻れた第 25 期でした。 

委員の皆さまには、2 年間活発に活動を推進していただき、敬意を表しますと共に深

く感謝申し上げます。 

 

分科会活動、委員会活動、「地域のつどい」、「区民のつどい」、「区民まつり」・「花フ

ェスタ」、「フードドライブ」・「廃食油回収」、学習会、研修会、そして何より、大きな

節目の事業である保土ケ谷区民会議創立 50 周年記念事業の数々、この活動報告書は、

第 25 期 2 年間の活動の軌跡が凝縮され記された記録集です。本日の全体会で振り返

ります。そして、次の第 26 期へ繋ぎます。 

 

今期限りで退任される委員の皆さま、次の期へ継続される委員の皆さま、お世話にな

りました区役所の皆さま、事務局の皆さま、第 25 期での活動を共にした、たくさんの

関係者の方々へ、厚くお礼申し上げます。 

 

「今、万感の思いを込めて汽笛が鳴る 

 今、万感の思いを込めて汽車が行く 

 一つの旅は終わり 

 また、新しい旅立ちが始まる   」 

「銀河鉄道 999」より 

 

これからの皆さまのご健康と実りある穏やかな日々を送られますことを、心よりお祈

りいたします。2 年間ありがとうございました。 

                

第 25 期保土ケ谷区民会議代表委員  小林 由美子 
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１．活動の目的・成果 

（１）目的 

保土ケ谷区民会議は、さまざまな立場や考えをもった人が参加し、身近な生活の視点から、区民

相互が話し合い、地域の合意形成や抱えている課題を共有し、住みよい保土ケ谷のまちづくりを進

めることを目的としています。                  

テ ー マ 

 

       テーマ     

 

                   

（２）成果 

第25期の保土ケ谷区民会議は、第24期に引き続き、区民自身の手による区民のためのまちづ

くりの場として、区民の声を反映し「いつまでも住みつづけたいまちほどがや」をめざし活動し

てきました。  

コロナの渦中にあった第24期から比べれば、第５類感染症への移行も幸いし、私たちの活動

（分科会、委員会等）、事業（「地域のつどい」「区民のつどい」等）も平常時とほぼ同様に実

施・展開することができました。5月の「花フェスタ」、10月の「区民まつり」にも参加しまし

た。  

後半には保土ケ谷区民会議創立 50 周年記念式典・記念イベントを開催し、区長はじめ多くの来

賓の方々に参列していただくなか、木遣りに始まり和太鼓で終わる盛りだくさんのイベントも区民

会議委員の総力で盛大に催すことができました。 

第 22 期より取り組んできました「フードドライブ」「廃食油回収」も多数回実施し、大いに成

果を上げました。  

 

２．活動体制 

  第２５期は、下記の体制で区民会議を運営してきました。（敬称略） 

 

（１） 正副代表委員（５名） 

     代 表：小林 由美子 

   副代表：平本 勉、川上 吉夫、長山 昌利、富田 修一 

 

（２） 運営委員（２２名）順不同 

   小林 由美子、平本 勉、川上 吉夫、長山 昌利、富田 修一、佐久間 信義、尾崎 宗造、 

     新庄 茂、田所 幸雄、柿沼 孝志、一政 弘之、藤本 悦二、新島 亮一、東倉 俊夫、 

大久保 節子、安田 勝也、広田 正喜、金川 博史、犬飼 知子、遠藤 茂子、 

池田 親政、西川 佳男 

    

（３） 広報委員（１０名） 

   委員長：富田 修一、副委員長：尾崎 宗造、委員：新庄 茂、中澤 信子、池田 親政、 

金川 博史、岩見 ちえみ、中島 康雅、工藤 美代子、保田 順子 

 

  

「未来へつなごう！ 人にやさしいまちづくり」 

        ～ すきです 保土ケ谷 マイタウン ～  
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（４） 選考委員（９名） 

委員長：富田 修一、副委員長・書記：尾崎 宗造、広田 正喜 

委 員：小林 由美子、佐久間 信義、田所 幸雄、新島 亮一、大久保 節子、東倉 俊夫 

 

（５） 分科会委員 

【環境分科会】（２５名） 

【座長】尾崎 宗造、【副座長】佐久間 信義、【委員】穴原 豊、飯田 泰弘、井上 文子、 

伊山 俊一、宇積 悠、遠藤 茂子、及川 尊、大場 昌一、小野 利二、加藤 里香、 

久保田 孝子、木幡 泰彦、佐野 三郎、塩路 文、高崎 能紀、高木 丸美、富田 修一、 

中村 克明、平山 光作、布施 元、矢部 恵美子、渡辺 秀一、渡辺 幸江 

 

  【教育分科会】（２４名） 

【座長】広田 正喜、【副座長】西川 佳男、【委員】飯田 洋子、石丸 茂喜、石渡 範子、 

市村 隆、大嶋 智子、犬飼 知子、大村 知恵子、荻田 尚、高 崇、小林 由美子、齊藤 美穂子、 

佐藤 直博、島田 学、新庄 茂、寺坂 悦郎、中澤 信子、中村 寛子、松土 美智子、村井 法泰、 

山下 りか、渡部 佳代子、渡邊 昌代   

 

  【交通分科会】（１９名） 

【座長】田所 幸雄、【副座長】池田 親政、川畑 幸夫、宮司 弘昭、【委員】新垣 純、 

伊藤 良仁、猪股 衛、金川 博史、上川 和雄、高垣 茂夫、東倉 俊夫、鞆 一、中本 由夏、 

長山 昌利、西野 みゆき、二瓶 三喜雄、福島 フミ、松原 誠一、矢部 恵一 

 

  【災害分科会】（１７名） 

【座長】新島 亮一、【副座長】西 栄子、柿沼 孝志、【委員】加藤 祐一、姥ケ崎 芳子、 

高野 正、宮田 一夫、中島 康雅、一政 弘之、羽根 一男、平本 勉、岩見 ちえみ、入江 直孝、 

浅井 俊弥、宮澤 忠、佐桑 あずさ、山田 美代子 

 

  【福祉分科会】（２８名） 

【座長】大久保 節子、【副座長】安田 勝也、藤本 悦二、【委員】青柳 定子、池田 皓芳、 

石井 泰彦、岩村 宇博、蛯子 真由美、大羽 更明、古田 潤二郎、川上 吉夫、工藤 美代子、 

小西 博行、小林 那子、相良 泉、杉本 ひろみ、関 友子、関口 義則、高橋 和子、 

新倉 芳江、西原 雅子、野一色 由美子、菱田 広、牧野 月映、松原 清、保田 順子、 

矢内 米子、山田 明子 
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３．活動内容  

（１） 会議 

ア 総会 

    第 2５期総会  

 日 時：令和５年４月 2２日(土) 午後１時３０分～３時３０分 

   於：区役所３階３０１・３０２会議室 

 参加者：委員８０名、区長他行政職員４名 

 議  題：正副代表委員・運営委員の承認、活動方針・実施計画の承認、他 

     新任委員向け研修会は、後日各分科会にて実施 

イ 全体会 

第１回     

  日 時：令和６年３月 2３日（土）午後１時３０分～３時３０分 

   於：区役所地下会議室 

 参加者：区民会議委員、区長他行政職員 

 議  題：前半活動報告と後半活動計画発表 

   第２回 

 日 時：令和７年 3 月 2２日(土) 午後１時３０分～３時３０分 

於：区役所地下会議室  

 参加者：区民会議委員、区長他行政職員 

 議  題：第２５期活動報告、区民会議から行政への「提言・要望」を提出、 

選考委員会報告・他 

     第２５期退会委員および第２６期正副代表委員候補者・運営委員候補者紹介他 

ウ 研修会 
 

 

 

 

見学会は、実施しませんでした。 

エ 正副代表委員会 
 ・原則として毎月１回開催し、令和５年度は３回の準備正副代表委員会を含め１４回, 

令和６年度は１２回、期合計で２６回開催しました。 

 ・区民会議の活動を円滑に推進するために、区民会議全般について話し合いました。 

 ・基本的には、運営委員会の１週間前に開催し、運営委員会での協議事項等を検討しました。 

 ・保土ケ谷区と諸々の課題について、協議を行いました。 

オ 運営委員会 
 ・準備委員会２回を含め、令和５年度１３回、令和６年度１２回、合計２５回開催しました。 

 ・区民会議の運営に関する事項（分科会活動、「地域のつどい」「区民のつどい」  

行政への提言・要望、他活動全般）について協議・決定をしました。 

また、報告・連絡・調整や委員相互の話し合いにも力をいれました。 

 

日 時：令和５年５月の第１回各分科会開催時、分科会毎に新規委員向け研修会を実施 

  於：各分科会会場（環境・教育・災害・福祉：区役所 4 階 401 会議室、 

交通：かるがも３階会議室） 

議 題：新規委員向け研修 
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カ 座長会 

区民会議の運営や分科会相互の調整を図るとともに、情報を共有して、活動の連携、互いの 

コミュニケーションを図るために開催しました。 

 

第１回 

 

 

 

 

 

 

第２回 

 

 

 

 

 

   第 3 回 

 

 

 

 

 

   第４回 

     

 

 

 

 

 

キ 分科会 

・「環境」「教育」「交通」「災害」「福祉」の５分科会を設置し各々の活動テーマのもと地域の諸問

題について検討したり、専門分野での造詣を深め活動内容の発信に努めました。 

・区民会議委員は、原則として希望する５分科会のいずれかに所属しました。 

・世話人会は各分科会の意向による任意開催とし「行動・発信」に重点を置いて積極的に活動しま

した。 

 

  

日 時：令和６年９月４日（水）  午前１０時～１１時１０分 

                     区社協３階多目的研修室２ 

議 題：1．分科会のあり方について 

    2．５０周年記念事業について 

    3．｢区民まつり｣について 

日 時：令和５年４月 24 日（月） 午前 10 時～午前１１時４５分 

区役所 2 階 202 会議室 

議 題：１．座長の職務と分科会について 

    ２．広報委員他の各委員の選出について 

    ３．「地域のつどい」について 

    ４．保土ケ谷区との協働事業について 

日 時：令和５年 11 月 2７日（月） 午前 1１時 30 分～午前 1２時  

区役所 2 階 2０２会議室 

議 題：１．全体会（当日の流れ、役割分担等）について 

    ２．活動報告書の作成（フォーマット等）について 

    ３．2５期後半の分科会活動について 

日 時：令和６年 12 月 6 日（月） 午前１０時～１２時  

区社協３階多目的研修室２ 

議 題：１．第２回全体会について 

    ２．第２５期活動報告書の作成について 

    ３．来期の各分科会への申し送り事項について 



 

- 5 - 

 

日 時：令和７年２月１９日(水) 10:00～12:30 区役所 5 階 503 会議室 

議 題：１．令和７年２月１８日現在の推薦・公募の進捗状況 2．各分科会の継続委員に

ついて 3．第２６期区民会議委員決定のお知らせについて 

    4．第２６期運営委員候補者の選考について  

 

日 時：令和７年２月２８日(金)  10:00～12:00  区役所 5 階 501 会議室 

議 題：１．令和７年２月２７日現在の推薦・公募の進捗状況 ２．第２６期区民会議委

員決定のお知らせについて ３．第２６期運営委員候補者の選考について 

ク 広報委員会 

原則として毎月編集会議を開催し、区民会議委員向けに活動内容等情報の共有のための「や

まびこ通信」を発行し、区民向けの「ニュースやまびこ」を１期２年に３回発行しました。ま

た、区民会議の活動内容を区民の皆さまに深くご理解いただくためにホームページの充実も図

り、「地域のつどい」に基づく行政への提言・要望とその回答を掲載しています。 

今期は 22 回（前半と後半に各１１回）の編集会議を開催しました。 

ケ 選考委員会 

第２６期保土ケ谷区民会議委員および運営委員候補者の選出を行う選考委員会を、６回開催し

ました。 

第１回 

 

 

 

第２回 

 

 

 

 

第３回 

 

 

 

第４回 

 

 

 

第 5 回 

 

 

 

 

 

第６回 

 

 

 

 

  

日 時：令和 6 年 11 月 14 日(木) 10:00～12:00 区社協３階多目的研修室２ 

議 題：１．委員会発足に当たって ２．委員会役員の選出  

    ３．推薦依頼団体の確認 ４．選考委員会今後のスケジュール 

日 時：令和 6 年 11 月 29 日(金) 10:00～1２:00 区社協３階多目的研修室２ 

議 題：１．委員推薦団体、組織の確認 ２．委員推薦団体、組織の特定と人数の確定に

ついて ３．委員の推薦を依頼する団体への依頼書確認と確定。発送について  

４．その他の文書の確認と確定 5．公募による委員募集について 

日 時：令和 6 年 12 月 13 日(火) 13:30～15:15  区役所 5 階 501 会議室 

議 題：１．各種文書の確認 ２．公募による委員募集について ３．各分科会の継続委

員について ４．推薦依頼団体について 

日 時：令和７年１月２９日(水) 10:00～12:00 区社協３階多目的研修室１ 

議 題：１．令和７年１月２８日現在の推薦・公募の進捗状況 ２．各分科会の継続委 

員について ３．推薦依頼団体の変更について ４．今後の送付文書の確認 
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日 時：令和５年 11 月 11 日（土） 午後１時～３時 

会 場：保土ケ谷公会堂 

内 容： 

・「区民会議全体の活動」報告 

・「地域のつどい」からの提言・要望事項に対する行政からの回答報告 

・「分科会活動発表」（環境・教育・交通・災害・福祉） 

・ブルーライトヨコハマ体操 

・ほどがや区の歌合唱団 

・ニューヨーク・デュオ（JAZZ 演奏） 

・「フードドライブ」「廃食油回収」「夕市（新鮮地場野菜販売）」 

参加者：３３０名 

 

 

 日 時：令和６年１１月９日（土） 午後１時～３時３０分 

会 場：保土ケ谷公会堂 

内 容： 

◇ 第 1 部 ５０周年記念「式典」  

・木遣り 「木遣保存会本郷睦」 

・主催者挨拶：小林代表       

・市長メッセージ、区長祝辞、区連会会長祝辞 

・来賓・顧問紹介 

・ほどがや区の歌合唱団 

◇ 第 2 部 「区民のつどい」 

・「区民会議全体の活動」報告 

・「地域のつどい」からの提言・要望事項に対する行政からの回答報告 

・分科会活動発表（環境・教育・交通・災害・福祉） 

・ブルーライトヨコハマ体操 

・横浜湊和太鼓（陸上自衛隊横浜駐屯地） 

・「フードドライブ」「廃食油回収」「夕市（新鮮地場野菜販売）」 

参加者：３５０名 

（２）つどい 

 ア 区民のつどい   

・ 区民会議の活動全般や５分科会の活動を報告することにより、広く区民に周知していただ

きたいことを発信するとともに、区民会議への理解と認知度向上を図ってまいりました。 

・ 令和５年度、６年度はコロナ禍の前と同じように通常の形で保土ケ谷公会堂での開催とす

ることができました。 

そして保土ケ谷区民会議創立 50 周年にあたる令和６年度は、保土ケ谷区民会議創立 50

周年記念「区民のつどい」として開催いたしました。 

 

●令和５年度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和６年度（保土ケ谷区民会議創立 50 周年記念「区民のつどい」） 
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イ 地域のつどい 

・保土ケ谷区内を６ブロックに分けて、保土ケ谷区地区連合町内会との共催で開催しました。 

・地域が抱える諸問題について、住民相互が意見を出し合って解決を図り、“いつまでも住み続け

たいまちづくり“に直接参加できる機会になることを目的として開催しました。 

・「地域のつどい」に提出された意見・要望を、Ａ＝地域で検討する事項、Ｂ＝区民会議で検討する

事項、Ｃ＝行政に提言・要望する事項の３つに分類し、Ｃ分類については提言・要望書として区

長に提出し、約 2 ヶ月後に回答書を受け取りました。 

・多くの提言・要望の中で、既に行政から回答を頂いている事項をまとめて「よくある地域の困り

ごと Q&A」として編集し第２４期に続き、改訂版を作成しました。 

・「地域のつどい」提言・要望に対する回答書と「よくある地域の困りごと Q＆A」は区内全自治会・

町内会に配布いたしました。また、これらは保土ケ谷区民会議のホームページにも掲載しました。 

 

・令和５年度   ６会場参加者合計： 513 名 

令和５年度の「地域のつどい」は、４年ぶりに対面で開催することができました。 

 

 

 

 

 

日 時 会 場 テーマ 提言・要望数 参加者数 

６月 10 日(土) 西谷地区センター 
自分たちで自分たちのまちを

考えよう 
27 71 

6 月 17 日(土) イコットハウス 
保土ケ谷駅周辺をもっと魅力

あるまちに！ 
43 95 

6 月 24 日(土) イコットハウス 
地域の困りごとをみんなで話

し合おう 
24 93 

6 月 28 日(水) 川島地域ケアプラザ 
安全・安心で明るいまちづく

り 
30 70 

6 月 30 日(金) ほどがや防犯センター いつまでコロナ？？？ 39 82 

７月１日(土) 区役所地下会議室 
みんなで考えよう 

アフターコロナのまちづくり 
32 102 

  合計  195 513 
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・令和６年度     ６会場参加者合計： 506 名 

令和６年度の「地域のつどい」も、区内６会場対面で開催することができました。 

                                                     

日 時 会 場 テーマ 提言・要望数 参加者数 

６月 12 日(水) 
くぬぎ台 

コミュニティハウス 

高齢化社会における 

高齢者支援のあり方 
33 83 

6 月 14 日(金) ほどがや防犯センター 
みんなで話そう！  

あれや、これ、 
64 70 

6 月 15 日(土) 西谷地区センター 
みんなで地域の課題を 

考えよう！ 
29 74 

6 月 21 日(金) イコットハウス 
高齢化と少子化にむけて 

地域で考えよう！ 
52 90 

6 月 22 日(土) イコットハウス 
地域の課題を 

みんなで話し合おう 
33 88 

６月 29 日(土) 
かるがも２階 

会議室②③ 

みんなで考えよう  

住み続けたいまちづくり 
44 101 

  合計 255 506 

 

（３）行政への提言・要望 

ア 地域のつどい  

（１） 令和５年度 

８月 2４日（金）に「地域のつどい」で出された提言・要望 1５件を文書にして神部区長に提

出しました。これに対して１０月２５日（水）に神部区長より回答書を受け取りました。 

（２）令和６年度 

８月 2７日（水）に「地域のつどい」で出された提言・要望 10 件を文書にして神部区長に提

出しました。これに対して１０月 30 日（木）に神部区長より回答書を受け取りました。 

 

イ 区民会議 

令和 7 年３月 22 日（土）の全体会において第 25 期保土ケ谷区民会議（全体・環境・教育・交

通・災害・福祉）より「行政への提言・要望」を神部区長に提出しました。 
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（4）その他の活動 

ア 区民まつり 

● 令和 5 年度  

 

 

 

 

  

● 令和 6 年度  

 

 

 

 

 

 

イ 区及び区関連事業の実行委員会等への委員派遣 

・保土ケ谷明るい選挙推進連絡会  ・区民まつり実行委員会・企画運営委員会 

  ・ほどがや花の街推進連絡会    ・ほどがや花フェスタ企画運営委員会 

  ・賀詞交歓会実行委員会      ・保土ケ谷ほっとなまちづくり推進会議 

  ・保土ケ谷区読書活動推進会    ・保土ケ谷区災害対策連絡協議会・広報啓発部会 

  ・保土ケ谷区制 100 周年記念事業実行委員会 

ウ 参加した主な保土ケ谷区内事業・イベント・活動・運動 

・区民まつり  ・ほどがや花フェスタ  ・保土ケ谷区読書活動推進講演会 

  ・ほっとなまちづくりフォーラム（社協福祉大会）  ・減災運動推進大会 

  ・２０万区民の自助・共助による減災運動  ・ほどがやあいさつ運動 

  ・明るい選挙推進啓発活動 

  

・ 日時：令和 5 年 10 月 28 日（土） 午前９時３０分～午後３時 

・ 会場：県立保土ケ谷公園（運動広場、かながわアートホール、ラグビー場、他） 

・ 実行委員・企画運営委員：小林由美子 

・  実行委員会 3 回  企画運営委員会 5 回  

・  参加人数  50,000 人 

 

・ 日時：令和 6 年 10 月 19 日（土） 午前 9 時３０分～午後 3 時   

・ 会場：県立保土ケ谷公園（運動広場、かながわアートホール、ラグビー場、他） 

・ 実行委員・企画運営委員：小林由美子 

・ 実行委員会 2 回  企画運営委員会 5 回 

・  参加人数 55,000 人 
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4．次期への課題 

（１）第２６期では、第２５期を踏襲するにとどまらず、新たなビジョンを取り込んだ活動目標・テ

ーマの設定を検討して区民会議のさらなる飛躍を目指してください。 

（２）区民会議を構成する委員の出身母体である自治会・町内会や区内各種団体との連携を強め、そ

の関係性をさらに深めてください。 

（３）様々な手段で区民会議の活動を広く区民に知らしめ、その認知度を高めてください。 

（４）区民会議全体および各分科会・委員会は、２年間の活動結果を机上の議論に終わらせることな

く、行政へ具体的に提言・要望するよう、努めてください。 

（５）「地域のつどい」「区民のつどい」の在り方についての検討をお願いします。 

（６）多世代の方々の参加（委員として）を促進するために、会議のやり方・方法などを検討してく

ださい。 

（７）第２１期に締結した区民会議と区役所の協働契約を遵守し、相互のパートナーシップをさらに

強固なものとしながら「いつまでも住みつづけたいまち保土ケ谷」の実現を目指してください。

また、それぞれの分科会と区役所の各課との協働事業をより一層推進させてください。 

（８）第２３期・第２４期のコロナ禍の経験を踏まえ、非常時での対応策をしっかり考えておいてく

ださい。 

 

５．区民会議から行政への提言・要望 

【全体】 

（１）「地域のつどい」「区民のつどい」には、なおいっそう、出来るだけ多くの部署の職員のご出席

をお願いいたします。 

（２）「地域のつどい」における意見・提言は速やかに「提言・要望書」にまとめ提出いたします。引

き続き、早い回答・対応をお願いいたします。 

（３）区民会議から全体会にて提出します提言・要望につきましても、可能な限り対応をお願いいた

します。 

（４）区や区関連事業で設置する様々の委員会に、出来る限り区民会議枠を設けていただきますよう

お願いいたします。 

（５）「行政」と「区民会議」の間で、忌憚ない意見交換や交流の機会を、これまで以上に設けていた

だけますようにお願いいたします。 

（６）第２１期に締結しました協働契約を遵守し、より深い信頼関係の構築と区民会議と区役所との

パートナーシップの強化をお願いいたします。また、区民会議の各分科会と区役所各課との協

働事業の更なる推進もお願いいたします。 

（７）第２２期より「フードドライブ」「廃食油回収」への取り組みを開始しましたが、この事業をさ

らに発展させるために、今後もご協力をお願いいたします。 

（８）保土ケ谷区制 100 周年に向けて、今後さらなる相互間の連携ができますようお願いいたしま

す。 
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【環境分科会】 
エコ問題・ごみ問題・自然環境に関する情報の共有をお願いいたします。 

 

 

【教育分科会】 
人にやさしいまちづくりのために、子育て・教育関係施設および取り組みの充実を図ってくだ

さい。 

 

 

【交通分科会】 
多様化する二輪車の走行法・法令・マナーの周知、啓発 の強化を望みます。 

 

 

【災害分科会】 
「ＤＩＧ・ＨＵＧの出前講習会」などを通じて、区民の皆さまに災害に関する情報提供を行っ

てまいりますので、引き続きご支援をお願いいたします。 

 

 

【福祉分科会】 
行政の福祉関連業務担当部署には、区民から福祉面につき多種多様な問合せや苦情が寄

せられており優先順位の高い課題などを把握されていると思われます。福祉分科会として

区民の立場に立って解決策などの提案を模索したく、お力添えご協力よろしくお願い致し

ます。 
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第２５期保土ケ谷区民会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

保土ケ谷区民会議トピックス 
 

 

 

◎保土ケ谷区民会議創立 50 周年記念事業を盛大に実施！ 

 

 

◎「フードドライブ」への取り組み 

 

 

◎廃食油回収活動 
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保土ケ谷区民会議 トピックス 

保土ケ谷区民会議創立 50 周年記念事業を盛大に実施！ 

 昭和 49 年（1974 年）横浜市内 14 区に「区民会議」が誕生しました。その中の一つが「保土ケ

谷区民会議」です。第 25 期（2024 年）は、記念すべき創立 50 周年の年となりました。 

  

 節目の年である 50 周年を迎えるに当たり 2023 年 12 月に「50 周年記念事業実行委員会」を立

ち上げ、実行委員会内に「資金」「記念品」部会、「記念誌」部会、「記念式典」「区民のつどい」部会

を設け、約 1 年に渡る準備を進めてまいりました。そして、2024 年に区民会議委員一致団結のも

と、記念事業を実施することができました。ここに、その概要をご報告します。 

  

1．「資金」 

 区民会議委員・O.B の皆さま、地区連合町内会・自治会・町内会の皆さま、各種団体・組織の皆

さま等より協賛金をいただき記念事業資金に充てました。    

 

2．「記念品」 

  記念品：名入りクリアファイル、名入りエコバッグ、銘菓 

  「区民のつどい」来場者、協賛いただいた個人・団体、区民会議委員出身団体・組織、区内「み

んな de 食堂」「子ども食堂」「福祉施設」へ区社協を通じて配布、他。 

 

 

    

 

 

 

 

 

3．「記念誌」 

  保土ケ谷区民会議 50 周年記念誌を作成。 

  オールカラー18 ページ 1000 部  

  「区民のつどい」来場者、協賛いただいた個人・団体、区民会議委員・OB、区民会議委員出身 

母体・組織、保土ケ谷区役所、区内小・中学校校長会、他へ配布。  
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4．50 周年記念「式典」 

  日時：令和 6 年 11 月 9 日（土）午後 1 時 ～ 1 時 30 分  

  会場：保土ケ谷公会堂 

  内容：木遣保存会本郷睦、主催者あいさつ、市長メッセージ、来賓あいさつ、区の歌合唱団 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

5．50 周年記念 「区民のつどい」 

  日時：令和 6 年 11 月 9 日（土）午後 1 時 30 分 ～ 3 時 30 分 

会場：保土ケ谷公会堂 

内容：区民会議この 10 年の歩み、「地域のつどい」からの提言・要望に対する行政からの回   

答、第 25 期全体・各分科会活動報告 

自衛隊「横浜湊和太鼓」演奏、夕市。フードドライブ・廃食油回収、活動パネル展示 
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「フードドライブ」への取り組み 

【活動メンバー】 教育分科会と福祉分科会委員が担当しています。 

【開催場所と回数】 

① 区役所前「朝市」会場 

（1 月、３月、６月、９月の第 4 金曜日 9 時～10 時）８回 

② 「花フェスタ」会場 （5 月）２回 

③ 「区民まつり」会場 （10 月）２回 

④ 「区民のつどい」会場（11 月）２回 

 

「フードドライブ」受付窓口 

開催時間以外での余剰食品の持ち込みについては、区役所の地域振興課窓口で受け付けることがで

きます。横浜市資源循環局保土ケ谷事務所（狩場町）でも受付可能です。活動中、支援の欲しい方か

らのご質問があり、ご相談できる場所として区役所窓口をご案内しています。 

・18 歳以下(高校生)のお子さんがいる家庭は、区役所３階こども家庭支援課窓口へ。 

・上記以外の家庭は、区役所４階生活支援課窓口となります。 

「フードドライブ」活動結果 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「フードドライブ」の今後について 

最近の物価高に加え、食品ロス削減など無駄をなくす消費者の食に関する意識が高くなっているよ

うな気がします。厳しい現状ではありますが、この活動は大変重要な内容であり、食支援を必要とさ

れる方がいる限り、区民会議として続けていくことが大切で「フードドライブ」が地域に浸透するこ

とを願っています。 

 

次期への課題として 

・集められた食品が、どこで役立てられているのかを具体的に見えるよう表示したい。 

① 大きく表示したものを、開催会場で展示する。 

② 「フードドライブ」次回開催案内にも、食品の提供先を入れ印刷したい。 

・「花フェスタ」「区民まつり」など区民の集まる会場では、「フードドライブ」のブース内にて、区と

して広めたい情報や福祉サービスなどを自由に閲覧しお持ち頂けるようにする。 

（展示、配布できる内容は区役所担当者と相談する必要がある） 

・区民会議の携わる「フードドライブ」活動なので、可能な範囲で各分科会からも食品を集めら 

れればと思う。 

  

区役所前広場での「フードドライブ」 
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廃食油回収活動 

二酸化炭素（ＣＯ2）の排出削減につながる次世代航空燃料（持続可能な航空燃料）として、天ぷら

や揚げ物の調理で使い終わった植物油（廃食油）に注目が集まっており、世界中で使用が広がり日本

でも令和７年度頃から製造が始まる予定です。 

今までは固めて燃えるごみとして捨てられていた天ぷら油などの廃食油を精製して、現状ではディ

ーゼル発電機や農業用ハウスのボイラー燃料に活用することを目的として、保土ケ谷区民会議では平

成３０年１２月の「区民のつどい」会場で回収を始めてから、保土ケ谷西部地区の協力もあって、６

年間で約 2,000ℓの回収を実現しま

した。提供された油の回収は、信愛エ

ナジー株式会社にお願いしています。 

植物油は植物が光合成で成長する

過程で、空気中の二酸化炭素（ＣＯ2）

を吸収するので、燃料として利用され

る場合のＣＯ2 排出量は帳消しとな

り、地球温暖化の防止につながってお

り、化石燃料を使う場合と大きな違い

であります。 

一般的に実施されているような、固められて燃えるごみとして捨てられる廃食油は、捨て方によっ

てはカラスの大好物であり、ごみ集積場所から持ち出され、辺り一面が油だらけとなって、臭いや汚

れで大変なことになる場合が実際に起

こっております。 

従いまして、燃えるごみとして出さず

に廃食油として回収することに依り、地

球温暖化の防止に繋がるとともに、ごみ

集積場所の衛生面でも役立ち、一石二鳥

の効果があります。 

保土ケ谷区民会議では保土ケ谷区役

所前で、保土ケ谷朝市会場での定期的な

回収の他に、「花フェスタ」や「区民まつ

り」のイベント会場でも回収しておりま

すので、今まで以上に区民 

の皆様方のご協力をいただきたく、よろ 

しくお願い致します。 

また、区役所やイベント会場にお持ち

いただくには、重かったり遠かったり

で、参加しにくい面があろうかと思いま

すので、各自治会や各連合自治会等が主

体となって回収していただければ、もっ

と大量に廃食油を集めることができる

と考えられます。 

  

【区役所前広場での廃食油回収】 

【｢ほどがや花フェスタ｣での廃食油回収】 

ボイラー用バーナー燃焼試験 

0    10    20    30    40    50    60    70    80 
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第２５期保土ケ谷区民会議 

 

 

 

 

 

 

 

分科会・委員会 活動報告 

令和５年４月～令和７年３月 

 

環境分科会  教育分科会 

 

交通分科会  災害分科会 

 

福祉分科会  広報委員会 
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テーマ一覧 

【全体】 

 

「未来へつなごう！ 人にやさしいまちづくり」 

  「すきです 保土ケ谷 マイタウン」 

 

 

【分科会】 

〈環境分科会〉 

「未来へつなごう 水・緑・資源」 

 

〈教育分科会〉 

「子どもは未来のたから 地域ぐるみで子育てを！」 

 

〈交通分科会〉 

「安全な道路交通をめざして」 

 

〈災害分科会〉 

「防災・減災の原点は自助・共助の実践から」 

 

〈福祉分科会〉 

「学び 考え 発信する福祉分科会」 
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第 25 期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

               環 境 分 科 会 
１．活動の目的 

 第 25 期環境分科会は、前期に引続き「未来へつなごう水・緑・資源」をテーマに掲げ、24 名

の委員（うち新委員 11 名）で活動を開始しました。サブテーマとして「ゴミ問題」「エコ問題」

「自然環境」の 3 グループに分れて活動し、ホタルなど身近な生物を通じた自然の大切さを発信、

区内イベント会場等の廃食油の回収を実施し、区内の環境改善に助力できるよう活動してゆくこ

ととしました。下のロゴは環境分科会が取り組む、SDGｓの開発目標です。 

 

 

 

 

２．活動の内容 

  (１)「ゴミ問題」への取り組み 

①生ゴミ堆肥化事業の見学 令和 6 年 9 月 9 日 

金沢区鳥浜町の横浜環境保全では、飲食店から収集した生ゴミを堆肥

化した「ハマのありが堆肥」を使用して道志村の生産者が野菜を栽培、

その野菜を横浜の飲食店で調理に使うという、食の循環フードループを

実現している。生ゴミを燃やすのではなく、堆肥としてリサイクルする

ことで、ＣＯ２削減と燃やすゴミの減量に多大に貢献しています。 

また同社は、所有１７０台のごみ収集のパッカー車全ての車体両側

に、小中学生から募集の絵をプリントしています。可愛い絵の描かれた

車体はごみ収集のイメージアップに貢献しています。又、車体に絵をプリントする「ＬＡＣオートボ

ディープリンター事業」も行っています。 

②令和 7 年 4 月から実施されるプラスチックの分別変更につきＤＶＤ視聴して勉強 

令和 6 年の「区民のつどい」では、保土ケ谷区において令和 7 年 4 月から実施される、プラスチ

ックの分別変更について発表しました。従来のプラスチック製容器包装に加え、「プラスチックのみ

でできているもの」もプラスチック資源として出せるようになります。 

⼀番長い辺が 50cm 未満のプラのみでできているもので、調理器具・台所用品、文房具・おもち

ゃ、収納用品・お風呂洗面用具、屋外用品、その他日用品、等のプラ製品が該当します。 

横浜市のごみ処理に伴い発生するＣＯ２の内訳では、プラスチックなど石油由来のごみの焼却によ

る排出が９０％以上になっています。この分別変更によりＣＯ２を削減する効果があります。 

③横浜市の廃棄物最終処分場の見学 

横浜市の４つのごみ焼却場焼却灰は全て、本牧の最終処分場で処理されま

す。大きさは横浜スタジアム１３個分の容積に相当。２０１７年から埋立開

始し、埋立期間は、５０年を見込んでいましたが、燃やすごみの量が多くな

り３０年で満杯の恐れがあります。ゴミ処分場を建設するには、計画に１０

年、建設に１０年という年数と、膨大な建設費用がかかるとの事です。燃やすごみの量を減らすため

に、従来燃やしていたプラスチック製品もリサイクルすることで、燃やすごみから除外されます。私

たちも、日常から出来るだけ燃やすごみを減らす努力が必要と痛感しました。 

（２）「エコ問題」への取り組み 

① 「廃食油」回収活動 

今までは固めて燃えるごみとして捨てられていた天ぷら油などの廃食油を精製して、ディーゼル発

電機や農業用ハウスのボイラー燃料に活用する目的で、保土ケ谷区民会議では平成３０年(2018 年)

１２月の区民のつどい会場で回収を始めてから、保土ケ谷西部地区の協力もあって、６年間で約２,

０00 リットルの回収を実現しました。植物油は成長の過程で空気中の二酸化炭素（ＣＯ２）を吸収
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するので、燃料として利用される場合のＣＯ２排出量は帳消しとなり、地球温暖化の防止につながっ

ております。最近では国際的に、航空機燃料としても注目されております。廃食油回収は、６月・９

月・１月・３月の第４金曜日の、ほどがや朝市の時と、「ほどがや花フェスタ」「区民まつり」「区民

のつどい」の時に行っています。廃食油回収を委託している信愛エナジー(株)を令和６年 2 月 13 日

（火）見学しました。現在、工場で廃食油処理は稼働していないので、廃食油処理について社長の講

義を聴きました。 

②地球温暖化問題について勉強 

令和 5 年の「区民のつどい」では、地球温暖化の影響と、その対策として「ゼロカーボン横浜」

の実現について発表しました。 

地球温暖化が進み、平均気温が２℃上昇すると、海水の膨張と陸上の

氷河／氷床の氷が融解して海面が上昇し、６千年前の「縄文海進」のよ

うに標高の低い土地が水没する恐れがあります。 

ＣＯ２排出量ゼロとするためには、石炭・ＬＮＧによる火力発電を、

クリーンエネルギーの水素による燃料電池発電に切り替えることが必要

です。水素の大量生産のために、日本の大手海運会社により、令和６年

以降、水素生産船の建造が計画されています。「ゼロカーボン横浜」

は、クリーンエネルギーの水素の大量供給が実現した時に､達成される

ものと考えられます。 

③再生可能エネルギー100%印刷工場見学  

令和５年 12 月１１日(月)、株式会社大川印刷の工場を見学しまし

た。同社が SDGs を経営に取り⼊れたのは 2017 年(平成２９年)春。

同社は SDGｓ達成に向け功績があったとして、2018 年(平成３０年)

に第 2 回ジャパン SDGｓアワード「SDGｓパートナーシップ賞（特別

賞）」など数々の賞を受賞しています。 

2016 年(平成２８年)自社印刷業により排出される CO2 の全量をオ

フセットし、「CO2 ゼロ印刷」をスタート。 

2019 年(令和元年)に自社太陽光発電 20%＋青森県横浜町の風力発電 80%で「再生可能エネル

ギー100%印刷工場」を実現しています。 

（３）「自然環境」への取り組み 

令和 6 年６月初めに、ほたる観察に行き、仏向の谷戸にて「市沢・仏向の谷戸に親しむ会」の

方々にホタルや生息環境についてのお話を伺いました。 

手入れされずに荒れ放題の森をきちんと整備することで希少な植物が咲いた事、畑を作ることで生

物多様性が豊かになった事、里山を維持することの大切さや苦労の話、ゴミ問題などです。 

谷戸は、人家から離れ人目につかない場所で、テレビ・冷蔵庫などの大型家電の不法投棄が後を絶

たず、会のメンバーの若い人が、道路まで運び出して回収出来るようにするような大変な作業を続け

ています。不法投棄をしなくてすむように、新製品購入時には旧製品の廃棄を依頼するようにしまし

ょう。 

３．次期への課題 

（１）「ゴミ問題チーム」：「３Ｒ夢」活動に基づくごみの減量や再利用キャンペーン等に努める。 

（２）「エコ問題チーム」：廃食油回収の継続。 

（３）「自然環境チーム」：今井川のほたる再生に取り組む。 

：里山や公園を巡り自然の大切さを区民に伝える。 

４．環境分科会からの提言・要望 

（１）区民の皆さまへ：「フードドライブ」・「廃食油回収」へのご協力をお願いいたします。 

（２）行政へ   ：エコ問題・ごみ問題・自然環境に関する情報の共有をお願いいたします。                                                                                

  

関東平野の旧海岸線 
葛飾区ホームページより 



 

- 21 - 

 

第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

教 育 分 科 会 

１．活動の目的 

テーマ「子どもは未来のたから 地域ぐるみで子育てを！」 

第２5 期教育分科会では、青少年の健全育成を基本理念として、子どもたちのよりよい未来のた

めに、これまでの取り組みを継続して、「あいさつ運動の推進」「教育現場の実情を知る」「地域の子

育ての実情を知る」の 3 つの柱を中心に活動してきました。     

 

２．活動の内容 

（1）あいさつ運動の推進 

  「ほどがやあいさつ運動」は、平成１７年「あいさつをもっと日常

生活の中に浸透させましょう」としてスタートしました。教育分科会

の活動で「あいさつ標語」公募など様々な取り組みを通じ、あいさつ

運動の浸透に努めてきました。 

長年、あいさつ運動のシンボルとして自治会・町内会の掲示板に掲

げられていた赤いハートのあいさつポスターは色あせや剥がれ が目

立ち、前期（第２４期）の期末にポスターのリニューアルに踏み切り

ました。デザインはそのままに、真ん中の標語を「あいさつは 心を

つなぐ 魔法の言葉」に変更した改訂版の新ポスターは、第２５期が

始まった令和５年 4 月より区内小・中学校、自治会・町内会掲示板、

公共施設等に掲示しています。「あいさつ運動」は次期も継続して行

きたいと思います。 

 

（２）教育現場の実情を知る                               

①学校訪問                      

  教育現場の実情を知るため、今期は前半に小学校、後半に中学校を訪問しました。 

ア．横浜市立仏向小学校訪問 令和 5 年 9 月 12 日（火） 

授業参観では、子どもたちが楽しく学んでいる様子や 

子どもたちがタブレット端末を操作して画面を見ながら 

授業を受けている様子を垣間見ることができました。 

学校と地域との関わり方や学校の最新事情などについて 

も情報を提供していただきました。また、学校給食を試食し、 

貴重な体験もさせていただきました。       

イ．横浜市立岩崎中学校訪問 令和 7 年 2 月 10 日（月） 

授業参観では、教師と生徒が対話を通じて学びを進める 

対話型授業が多く取り入れられているのが印象的でした。                       

     地域と学校のつながりを大切にし、保護者や地域の方々                       

と協力して生徒を育てるという「協育」が学校経営方針に 

   あり、実践していることを教えていただきました。         

                

【仏向小での授業参観の様子】 

【岩崎中での懇談の様子】 

【ポスターの改訂版】 
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（3）地域の子育ての実情を知る 

冊子「子どものためのボランティア入門編」の作成  

第２５期保土ケ谷区民会議教育分科会は、今期の活動テーマとして、第 24 期同様の「子ども

は未来のたから 地域ぐるみで子育てを！」を掲げ、活動してきました。 

テーマ達成のために、まず、保土ケ谷区内の小学校・中学校・

未就学児の施設・地域ケアプラザにおいて、地域の人たちに何か

お手伝いして欲しいこと等がないか、またスポーツセンターが小

学校、中学校にお手伝いすることがないか、５チームに分かれて

アンケート等でリサーチすることからはじめました。 

その後、子どものために必要とするボランティア活動を明確に

する為、未就学児の施設と小学校・中学校の２チームに再編し、

この「子どものためのボランティア入門編」という冊子を作成い

たしました。 

※ 詳細は教育分科会トピックスに掲載しています。 

 

 

３．次期への課題 

（１）引き続き「あいさつ運動」のさらなる推進・強化を図ってください。 

（２）最新の地域の子育ての現状を知るために、横浜市内や保土ケ谷区内における子育て支援施設や

小中学校への訪問を続けてください。 

（３）教育イベント・講習会等にも積極的に参加して今後の活動に役に立てると共に、区民の皆さん

を対象とした講座等を自主企画・開催することも検討してください。 

（4）冊子「子どものためのボランティア入門編」を活用して、さらなる教育分科会の  

   ブラッシュアップを図ってください。   

 

 

4．教育分科会からの提言・要望 

♢区民の皆さまへ 

（１）「あいさつ」や「コミュニケーション」を大切にし、人にやさしいいつまでも住み続けたい保土

ケ谷を目指しましょう。 

（２）子どもたちの日常の行動や言動に留意し、子どもたちを見守り、支援する意識を持ちましょう。 

（３）子どもたちのためのボランティア活動がもっと増えることを期待します。 

♢行政へ 

人にやさしいまちづくりのために、子育て・教育関係施設および取り組みの充実を図ってください。 
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 第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

交 通 分 科 会 

１．活動の目的 

第 25 期の交通分科会は、次のテーマ・サブテーマを第 24 期

より継続して活動しています。 

 テーマ   ： 安全な道路交通をめざして 

 サブテーマ ： 自転車・歩行者の交通安全 

 ルール・マナーの啓発 

  (後半変更)  「とにかくかぶろうヘルメット」 

 具体的には、自転車・歩行者の交通安全を目的にして自転車運

転・歩行者通行におけるルール・マナーの啓発に取り組んでい

ます。 

ヘルメット着用率が低く向上させるには如何にしたら良いか

を検討するべく後半サブテーマを変更しました。 

２．活動の内容 

 多様化する二輪車の中でも自転車がやはり利用者は一番 

多いと思われます。自転車乗車時に起きる事故は年々増加し大きな事故になる事が多々あります。事

故数の減少を目指し如何なる活動が有意義であるか協議を続けています。 

 

（１）自転車乗車時のルール・マナーの向上に役立つ、子どもにも解りやすい紙芝居の制作に取りか

かり、前半「区民のつどい」にて一作目ラズベリー色のヘルメットを公演しました。なかなかの評判

を得まして、後半「区民のつどい」にて続編いのちを守るヘルメットを公演すべく制作し、間に合わ

すことが出来ました。（YouTube にも UP しています） 

   脚本、西野 みゆき  イラスト、中本 由香  編集、東倉 俊夫  配役、分科会委員 
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（２）三世代交通安全教室参加（瀬戸ケ谷小学校） 

令和６年 11 月 24 日(日) 保土ケ谷地区連合自治会、保土ケ谷区役所・保土ケ谷警察署・保土

ケ谷交通安全協会（共催）三世代の交通安全教室に参加。 

自転車と車の事故（スケアードストレート）をスタントマンによる恐怖の実演を目の前で見ま

した。自転車も車の仲間、如何にルールを守ることが大事かを再確認しました。 

 （3）研修・勉強会の開催 

令和７年 2 月 12 日(水)保土ケ谷警察署より交通課伊藤係長を講師として招き、昨今の自転車

事故の状況と守るべきルールの説明を話していただきました。 

自転車の通行帯に関わる交通法規はあまりにも複雑で理解することは難題です。 

取り締まりもいよいよ厳しくなりますので皆さんもよく勉強しましょう。 

3．次期への課題 

（1）自転車使用者のルール・マナーの向上を促す対策。 

（2）資料収集とチラシ配布先との交渉に努め YouTube 動画の周知を図る。 

（3）各行政と連携し、研修会・勉強会の開催。 

４．交通分科会からの提言・要望 

    （１）区民の皆さまへ 

     ◆ 自転車交通関係のホームページや冊子を見てルール・マナーの熟知に心掛けて 

ください。自転車乗車時は、大人も子どももヘルメットを着用して下さい。 

   （２）行政へ 

     ◆ 多様化する二輪車の走行法・法令・マナーの周知、啓発の強化を望みます。 
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第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

災 害 分 科 会 

1. 活動の目的 
 
区民の防災・減災活動を推進し「家庭や地域の防災力」を高めるための、区民の皆さまに役立

つ情報提供ならびに委員自らの学習など、地域活動に役立てます。 

 
防災・減災の原点は自助・共助の実践から    

            「保土ケ谷の 我が家は 家族の防災拠点」 

 

2. 活動の内容  
(1) 勉強会の開催 

テーマ「保土ケ谷消防団の取り組み等について」  

日時：令和５年９月１３日（水） 13:30～15:00    

場所：区役所 201 会議室 

講師：保土ケ谷消防団 久保田団長 

保土ケ谷消防署消防団係 上田係長 

     ○ 消防団の重要性や保土ケ谷消防団の組織、事業計画など具体的な消防団の取り組み

について、久保田団長にお話をして頂きました。 

(2) 防災講演会における防災ブースへのパネル展示等の協力 

①「東日本大震災の教訓と災害への備え」                   

        令和６年３月９日（土）13:30～15:30 

                  保土ケ谷公会堂 ロビー 

②「親子で学ぼう！今すぐできる防災×片付け講座」 

   令和７年 3 月１日（土）13:30～15:30 

    保土ケ谷公会堂 ロビー 

(3) ＤＩＧの講習会                  

日時：令和６年１月１０日（水）14:00～15:30    

場所：保土ケ谷区役所４階４０１会議室         

講師：一政委員                    

        参加者：災害分科会委員・区民会議事務局・区防災担当者 

○ ＤＩＧとは、災害（Disaster）想像力（Imagination） 

ゲーム（Game）の頭文字を.取ったもので、白地図を 

利用した机上の訓練です。                     
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(4) ＨＵＧの出前講習会 

 日時：令和６年６月１６日（日）10:00～11:45 

 場所：法泉境木自治会館 

 講師：一政委員 

 対象：自治会役員と自治会員 

○ ＨＵＧとは、避難所の（Ｈ）、運営の（Ｕ）、ゲームの（Ｇ）

で避難所の運営に生かす事ができる机上の訓練です。 

(5) 施設見学会の実施 

  ① 帷子川分水路および資源循環局旭工場の見学を行いました。 

（令和６年６月 25 日実施）➡ トピックスをご覧ください。 

      ② 横浜消防本部新庁舎の見学会を行いました。（令和６年８月１４日実施） 

 

 

 

 

 

 

    (6) 初音が丘小学校キッズクラブ主催「初音が丘小学校キッズ防災学習」へ協力しました。 

 （令和６年 11 月 5 日実施）➡ トピックスをご覧ください。 

(7) 防災減災冊子３部作の内容の見直し 

 「地震発生時の安否確認について」「地震発生時の避難について」「家具転倒防止対策につい

て」の各冊子は、現在の.法律等に合っているかチェックを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 次期への課題 

(1) 区民とともに防災・減災活動を推進します。 

(2) 「保土ケ谷の わが家は家族の 防災拠点」の区民への更なる意識の浸透を図ります。 

    (3) 「ＤＩＧ・ＨＵＧの出前講習会」のご案内チラシを活用した積極的周知を行います。 

   (4) 防災減災冊子３部作の見直し作業を継続します。 

４． 災害分科会からの提言・要望 

      (1) 区民の皆さまへ 

      「ＤＩＧ・ＨＵＧの出前講習会」などを通じて、日頃から防災意識を高め、自助・共助

の実践に向けたイメージトレーニングを心掛けて頂くようお願いいたします。 

 (2) 行政へ 

      「ＤＩＧ・ＨＵＧの出前講習会」などを通じて、区民の皆さまに災害に関する情報提供

を行ってまいりますので、引き続きご支援をお願いいたします。 

  

 

   

平成 27 年３月発行 平成 27 年３月発行 平成３１年２月発行 
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第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

福 祉 分 科 会 

1. 活動の目的  

第 25 期福祉分科会は第 24 期の活動を引き継ぎテーマを「学び 考え 発信する福祉分科会」と

定めました。メンバーは 28 名（男性 11、女性 17 名）での活動です。 

地域と行政のパイプ役として、『未来につなごう！人にやさしいまちづくり』を目指します。福祉

の分野は大変幅広く、目標である「誰一人取り残さない」SＤＧｓの理念に沿って、高齢者、障がい

者、認知症、孤立、虐待、ヤングケアラー、介護等、施設訪問、学習会を継続して、つながり、支え

合いを大切に活動します。 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

2. 活動の内容  

（１） 学習会 

① 「フードドライブ」について    令和5年８月１０日（木）参加者20名 

講師：保土ケ谷区社会福祉協議会 山本 篤 氏 

「誰一人取り残さない」という SＤＧｓの理念につながる活

動として委員の皆さんの関心が高かった「フードドライブ」を学

習しました。困窮世帯向け食支援・子ども食堂への支援などの流

れについても理解を深めました。今後一層「フードドライブ」活

動を広げていきたいと思います。 

② 「ヤングケアラー」学習会（代表参加） 

令和５年 11 月 24 日（金） 区社協主催  

令和５年 12 月 5 日(火)、12 日(火)、19 日(火) 区役所･ヤングケアラー実行委員会共催 

参加者が「ヤングケアラー」について学び考えたことを分科会で報告し問題を共有しました。 

③ 「高齢者の問題」について      令和６年４月11日（木）参加者21名 

講師：保土ケ谷区高齢・障害支援課 高齢者支援担当 清野 史人 係長 

介護保険担当  今井 岳夫 係長  

事前のアンケート及び話し合いから特に関心のある内容について、話していただきました。 

  （１）介護保険の仕組み  （２）高齢者に対する支援  （３）医療について 

知りたかったことがよくわかり、地域ケアプラザについても理解を深めました。 

 

 

福祉分科会委員 

 



 

- 28 - 

 

④ 「障がい者の問題」について     令和６年５月９日（木）参加者17名 

 講師 保土ケ谷区高齢・障害支援課 障害者支援担当 市川 敏樹 係長  

「障害者支援担当の業務について」と題し、障害者支援の現状や課題、多様な障害に応じた支

援の在り方を話していただき、地域で共に生きることについて考えました。 

 

（２） 映画会 

「どんぐりの家」上映会  令和 6 年２月 3 日（土） 保土ケ谷公会堂

保土ケ谷区障害者自立支援協議会との共催。重複障害の子どもとその親、教

師たちが支え合いながら成長し、共同作業所を作るまでが描かれています。

障害者と現実社会について学びました。 

       

（３） 見学会   

① ラポール上大岡      令和６年７月 11 日（木）参加者 14 名 

障害児者のスポーツ・文化活動の支援拠点である施設で、健康増進や創作・表現活動に取り組

む利用者の皆さんの姿や作品の数々に接し、障がい者理解を深めました。 

② 社会福祉法人光風会（すみれ園・のばら園）令和 7 年２月１３日（木）参加者 11 名 

障害児入所施設すみれ園と障害者入所施設のばら園を見学し、同会が展開するグループホーム

事業にもつながる地域支援について学び考えました。 

 

（４） 発 信 

① 「区民のつどい」令和５年 11 月 11 日（土）保土ケ谷公会堂 

「だれひとり取り残さないための活動」～食支援、「フードドライブ」を

中心に～と題して発表し「フードドライブ」への協力を呼びかけました。 

② 「区民のつどい」令和６年 11 月９日（土）保土ケ谷公会堂 

高齢者、障害者の問題について発表し、介護保険制度の流れや地域の情報

を発信しました。(シナリオは、福祉分科会トピックスをご覧下さい) 

また「ヘルプマーク」のチラシを作成して配布し、周知を図りました。  

3. 次期への課題 

第 25 期でも福祉に関する問題点等多くを学んできました。これら結果を如何に反映していく

かが大きな課題でありますが、多岐にわたっており絞り込みも必要となります。一手段として区

民が何を問題とし求めているのかを「地域のつどい」などで得た身近で優先度の高い情報を参考

とし行政の協力を得て Q＆A 的なものができないかなどを模索し活動していきたいと思います。 

 

4. 福祉分科会からの提言・要望 

◇区民の皆さまへ 

福祉面につき不安・不満や改善要望を訴えたく思われている区民の方が多く居られるのではな

いでしょうか。是非とも福祉分科会に参加頂き一緒に福祉面での「安心・安全なほどがや」作り

の活動を致しませんか。 

◇行政へ 

行政の福祉関連業務担当部署には、区民から福祉面につき多種多様な問合せや苦情が寄せられ

ており優先順位の高い課題などを把握されていると思われます。福祉分科会として区民の立場に

立って解決策などの提案を模索したく、お力添えご協力よろしくお願い致します。 
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第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 

広 報 委 員 会 

１.活動の目的 

 区民会議の活動を区民の皆さまに理解していただくための「ニュースやまびこ」や委員相互の情報

共有のために「やまびこ通信」を編集・発行しています。 

 また、区民会議ホームページでも、随時情報を発信しています。 

２.活動の内容 

第２５期「保土ケ谷区民会議ホームページ」掲載記事【表題】 

１ 第２５期総会を開催 

２ 保土ケ谷区民会議活動内容の紹介 

３ 保土ケ谷区民会議活動テーマ 

４ 区民会議「ニュースやまびこ」第８１号発行  

５ 令和５年度「地域のつどい」を開催 

６ 令和５年度の提言・要望を行政に提出 区長より回答をいただく 回答内容を全件掲載 

７ 令和５年度「区民のつどい」を開催 

８ 区民会議「ニュースやまびこ」第８２号発行 

９ 令和６年度「地域のつどい」を開催 

10 令和６年度の提言・要望を行政に提出 区長より回答をいただく 回答内容を全件掲載 

11 令和６年度「区民のつどい」を開催 

12 第 2６期区民会議委員（公募委員）の募集 

13 区民会議「ニュースやまびこ」第 8３号発行 

「やまびこ通信」掲載記事 令和５年度（２０２３年度） 

月 № 特 集 記 事 

４月号 205 号 第２５期スタート、区長及び代表委員・副代表委員・５分科会座

長挨拶 

５月号 206 号 保土ケ谷警察署新署長を表敬訪問、分科会活動計画 

６月号 207 号 令和 5 年度｢地域のつどい｣を開催しています 

７月号 208 号 令和 5 年度｢地域のつどい｣が 6 会場で開催されました 

８・９月合併号 209 号 ｢地域のつどい｣で出された行政に対する検討依頼事項を提出 

１０月号 210 号 ｢地域のつどい｣提言・要望事項の回答書を頂きました（抜粋） 

１１月号 211 号 ｢区民のつどい｣を保土ケ谷公会堂で開催 

１２月号 212 号 来年創立 50 周年を迎えます 

１月号 213 号 新年の代表委員挨拶、第２5 期前半全体会開催について 

２・３月合併号 214 号 第 25 期委員のつぶやき 
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「やまびこ通信」掲載記事 令和６年度（２０２４年度） 

月 № 特 集 記 事 

４月号 215 号 令和 6 年度｢地域のつどい｣を開催します 

50 周年記念誌発行に伴う募集 

５月号 216 号 保土ケ谷警察署新署長を表敬訪問しました 

「ほどがや花フェスタ 2024」が開催されました 

６月号 217 号 令和 6 年度｢地域のつどい｣を開催しています 

ホタル観察会・ＨＵＧ出前講習会を実施 

７月号 218 号 令和 6 年度｢地域のつどい｣を開催しました 

帷子川分水路・資源循環局旭工場を見学 

８・９月合併号 219 号 「地域のつどい」で出された行政に対する検討依頼事項を提出 

「区民のつどい」のプログラム概要及び役割分担表 

１０月号 220 号 「ほどがや区民まつり」盛大に開催 

｢ヘルプマーク｣を知っていますか？ 

１１月号 221 号 50 周年記念｢式典｣・「区民のつどい」を保土ケ谷公会堂で開催 

｢地域のつどい｣提言・要望事項の回答書を頂きました 

１２月号 222 号 ヨコハマの新しいトレンド｢YOKOHAMA GO GREEN｣を知ろう 

｢地域のつどい｣提言・要望事項の回答書を頂きました（抜粋） 

１月号 223 号 新年の代表委員挨拶 

第２5 期全体会の開催について 

２・３月合併号 224 号 第２5 期を終えるにあたり 

南本牧廃棄物最終処分場 

 

「ニュースやまびこ」 掲載記事  

発行日 № 特集記事 

令和５年７月１５日 ８１号 第２5 期保土ケ谷区民会議が新体制で発足 

第 25 期五分科会の活動計画 

令和６年３月１５日 ８２号 今年は区民会議設立５０周年を迎えます 

「地域のつどい」アンケートの提言・要望に対する回答（抜粋） 

第２５期前半の分科会活動報告、後半の分科会活動予定  

令和７年３月１５日 ８３号 第２５期（令和５～６年度）を終えるにあたり 

「地域のつどい」アンケートの提言・要望に対する回答（抜粋） 

第２５期分科会活動報告 
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分科会トピックス 
 

◆環境分科会◆ 

「エシカル消費について」 

 

◆教育分科会◆ 

冊子「子どものためのボランティア入門編」 

 

◆交通分科会◆ 

「紙芝居動画にアフレコで発表」 

 

◆災害分科会◆ 

「帷子川分水路・資源循環局旭工場見学会」 

「初音が丘小学校 キッズ防災学習へ協力」 

 

◆福祉分科会◆ 

「高齢者・障がい者問題への取組みについて」 
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環境分科会トピックス／エシカル消費（倫理的消費）について 

１．エシカル消費とは 

  消費者庁ホームエージによりますと、エシカル消費とは地域の活性化や雇用などを含む、人・社

会・地域・環境に配慮した、消持続可能な開発目標(SDGs)の 12 番目の「つくる責任」および「つ

かう責任」に関連する消費行動です。 

  私たち一人一人が、社会的課題に気付き、日々の買物を通して、その課題の解決のために、自分で

何ができるのかを考えてみることが、エシカル消費の第一歩です。 

  私たちが商品やサービスを選択する際に、「安心・安全」、「品質」、「価格」に加えて「エシカル消

費」についても考慮に入れていただくことが、大切な消費行動でございます。 

  買ったものを使い、処分するとき世界では人口の増加や気候変動の影響で、資源の枯渇が心配され

ています。一度使用した後もシェアやリサイクルなどをして、資源として大切に永く使いましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2015 年 9 月の国連総会で決められた国際的な 17 の目標のなかに、 

貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、平和的社会などと併せて、 

12 番目の「持続可能な生産・消費形態の確保」が掲げられています。 

 

２．エシカル消費の一環としてごみ問題について考えてみました 

食堂等で残された生ごみを燃やすのではなく、堆肥にして還元する工場を見学し、リサイクルす

ることで、資源として大切に使われていることを学びました。生ごみや廃食油など各所で捨てられ

ている多くの物がごみではなく、資源であることを痛感しました。 

令和７年４月から、保土ケ谷区でもプラスチック製容器包装のみではなく、プラスチックで作ら

れたおもちゃや家庭用品もごみではなく、回収して再利用する制度に代わります。これにより、燃

やされることがなく、二酸化炭素の排出による地球温暖化による気候変動予防や大気汚染の減少に

繋がってきますので、区民の皆様方のなお一層のご協力をお願い致します。 
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交通分科会 トピックス 

動画紙芝居にアフレコで発表  

 

1） 「区民のつどい」開催 

第 25 期前半では「ラズベリー色のヘルメット」の紙芝居動画

を作りました。 

第 25 期後半では続編として作成した「いのちを守るヘルメッ

ト」を「５０周年の区民のつどい」（１１月９日）で披露しました。 

どちらも「区民のつどい」では、委員のアフレコで演じました。 

さらに「ラズベリー色のヘルメット」はＡＩ音声を付加して動

画化しました。                    

 

 

2） ほどがや区民まつりへの参加・協力（令和５年度／令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年１０月２８日 令和６年１０月１９日 

（YouTube に UP しています） 

令和６年度「区民のつどい」でのアフレコ発表風景 
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災害分科会 トピックス 

帷子川分水路・資源循環局旭工場見学会 

 

  大規模災害時の対策や対応などの知識を深めるため、帷子川を氾濫から守る帷子川分水路と資源循

環局旭工場の見学会を令和６年 6 月 25 日（火）に開催しました。 

この見学会には災害分科会とその他の分科会の委員さんやご家族お知り合いなど、合計１６名の参

加がありました。 

帷子川は全長約１７キロメートルで、旭区の若葉台付近を源流として保土ケ谷区、西区、神奈川区

を経て横浜港まで流れる、横浜市内だけで完結する２級河川です。  

   

  現地を見学する前に白根地域ケアプラザのボランティアルーム 

において、横浜市みどり環境局環境科学研究所の職員から帷子川 

の生物多様性についてのお話があり、鮎の生息が増えている現状 

などが報告されました。 

 

 

このあと全員が帷子川に行き、豪雨時に水害を防ぐ分水路の働き 

について、堰堤と取水門をバックに、神奈川県横浜川崎治水事務所 

の職員からお話を聞きました。 

 

 

 

帷子川分水路のトンネルは高さ９メートル幅が１１メートルで、 

新幹線のトンネルより大きいとの事で、横浜駅付近まで続く巨大な 

トンネルを見ることができました。 

トンネルの中はとても涼しく、一時暑さを忘れて写真を撮りまし

た。 

 

 

午後は資源循環局の旭工場まで歩き、巨大な煙突がある建物に 

入りました。 

まずは会議室で、震災で発生する災害ゴミと家庭ゴミがどういう 

順番で処理されるのか詳しく聞きました。ゴミの出し方や注意すべ 

きことがよく分かりました。施設内では、２班に分かれて見学。 

収集車が搬入したゴミを巨大なクレーンでかき混ぜて、焼却炉に 

投入する様子を見学しました。 

夜間クレーンは自動運転となり、ゴミは２４時間焼却し続けるとの事でした。 

今回の見学を通して、水害から命や暮らしを守る帷子川分水路と収集した資源ゴミの分別から焼却

まで、懸命に働いている旭工場の様子を見る事ができ、保土ケ谷地区を守ってくださっている人々や

施設に感謝の思いでいっぱいでした。 
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初音が丘小学校 キッズ防災学習へ協力 

 令和６年１１月５日、初音が丘小学校で午前１０時より“NPO 法人 みんな集まれ いきいきはま

っ子・初音が丘”が主催する 「初音が丘小学校 キッズ防災学習」に講師として災害分科会委員の有

志が参加協力をしました。 

  初音が丘小学校の体育館を会場とし、児童およそ６０名が参加しました。前半は、公益社団法人

SL 災害ボランティアネットワークの講師から地震災害の写真や動画などを通して災害時に必要な行

動や考え方などの説明がありました。後半は高学年がビニール袋を活用した合羽作り、低学年は新聞

紙でスリッパを作りました。私たちはそれぞれのグループ に分かれて指導を行いました。 

 児童は工作ということもあり積極的に参加し、予定の時間内にいくつも作る児童もいました。 

 

   

              地震災害の動画を見ながら講師の説明を聞く児童 

 

       

ビニール袋で合羽を作っている高学年の児童             完成した合羽 

 

        

新聞紙でスリッパを作る低学年の児童   作ったスリッパでボトルキャップ 初音キッズ役員の手作りカレー 

                   を踏んでいるところ               を食べる児童たち 
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福祉分科会 トピックス 

テーマ：『高齢者・障がい者問題への取組みについて』 

（第 2５期後半「区民のつどい」発表シナリオ） 

 

開催日 ：2024 年 11 月９日（土） 

出演者 ：小西委員、保田委員、西原委員、しんちゃん、工藤委員（付添い） 

映像操作：安田委員   

小西委員  こんにちは、福祉分科会の小西です。本日の進行役を務めます。福祉分科会では、地 

域で増えていく高齢者や障害者の問題に取り組んできました。超高齢化社会を迎え、 

今後認知症高齢者の急速な増加が見込まれます。要介護者も増加し、社会の変化に伴 

って障がい者数も増加しているといいます。私達は情報を共有し、今取り組むべきこ 

とやできることは何か考えました。今日は分科会委員の保田さんと西原さん、そして 

特別委員のしんちゃんと付き添いの工藤さんとともに、私達が学び考えたことをお伝 

えしたいと思います。 

しんちゃん ねえ小西さん、チョーコーレーカってなに？ 

小西委員  あのね、超高齢化社会っていうのは、2025 年に日本人の５人に 1 人が 75 歳以上 

の後期高齢者になるんだって。 

しんちゃん 2025 年？ じゃあ来年はコーキ高齢者の天下だ！  

保田委員  今だってしんちゃんの周りにもお年寄りは多いでしょ？ご近所や町の中や。 

しんちゃん うん、しんちゃんの大好きなバスに乗ると、おばあちゃんやおじいちゃんがたくさん 

乗ってる。杖を突いた人も多いよ。あ、この前、バスの中でおじいさんが倒れて救急 

車が来たよ！ 

保田委員  そうなんだ。元気なお年寄りももちろん大勢いるけど、病院に通う人も多いよね。後 

期高齢者になると体が弱ってくる人が多いの。それから認知症の人も増えるのね。 

しんちゃん 認知症って、忘れちゃう病気だよね？ 

保田委員  うんうん。体が弱ったり認知症になったりすると介護が必要になるのね。 

そこで、介護保険について学習会を開き勉強しました。 

西原委員  介護保険制度は、住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮らせるように、また、介護 

が必要になっても、安心して自立した生活を送れるように、社会全体で支えていこう 

というしくみです。65 歳になると横浜市からお知らせが届きますが、介護が必要と 

なったら区役所で認定を受けて必要なサービスを利用することができるんですね。そ 

の相談・支援の窓口となるのが、地域ケアプラザ内に設置された地域包括支援センタ 

ーです。保土ヶ谷区内には 8 つの地域ケアプラザがあります。 

しんちゃん 地域ケアプラザって、しんちゃん、お楽しみ会に行ったよ。 

西原委員  そう、地域ケアプラザは介護予防や地域のつながりを強めるために、いろいろな活動 

をしています。災害の時の福祉避難所にもなっています。 

しんちゃん 避難所？ 地震なんかの時集まる所？  

西原委員  福祉避難所は、高齢者や障害者で、一般の避難所での生活が難しい人のために設けら 

れる避難所です。まだあまり知られていないかもしれませんね。 

小西委員  これが地域ケアプラザの出しているリーフレットです。生活支援体制の整備などの機 

能も備えている、地域の福祉保健の拠点です。まだ地域ケアプラザのことをご存じな 

い方は是非この機会に調べ利用してみてください。 
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保田委員  介護サービスを利用するためには本人や家族が区役所に申請するのだけれど、地域包 

括支援センターなどに代行してもらうこともできます。 

西原委員  一人暮らしの人などは、地区の民生委員さんが困っていることがないか、気を配ってい

らっしゃるので、相談されるといいですね。互いに声を掛け合って暮らせる地域づくり

が大切です。 

しんちゃん あのさ、年を取ると買い物に行くのも大変て近所のおばあさんが困ってたよ。 

保田委員  身近な困りごともいろいろありますね。福祉分科会で話題になったのは、ゴミ出しや買

い物の代行サービスです。 

西原委員  買い物に出るのが大変な人たちのために移動販売が始まった地域のことが話題にな 

りました。嬉しいですね。役所と連携して、生活支援のアイディアを出して実行して 

いくといいですね。 

しんちゃん 困っていることがわかれば、周りの人が助けられるものね。 

小西委員  困っている人として、障害のある人も地域の中で一緒に普通に生活できるように、と 

いうことも勉強しました。 

保田委員  障害のある人が地域で暮らすための作業所を作ったという「どんぐりの家」という映 

画を見ましたね。 

西原委員  7 月には、ラポール上大岡を見学しました。 

ここは障害のある人が地域で楽しく活動できる文化スポーツ施設です。 

しんちゃん おばちゃん、問題だよ。「私は障害があります」っていう、赤い目印はなーんだ？ 

工藤委員  え？ 赤い・・あ、あれね、あれ。ほら・・・なんていったっけ？ 

しんちゃん 「ヘルプマーク」でした！ あれ、みんな知ってるかなあ。 

保田委員  しんちゃん、えらい！ 「ヘルプマーク」は、外見からはわからなくても援助を必要 

とする人を知らせるマークです。福祉分科会ではみんなに知ってもらおうと呼びかけ 

てきたよね。このごろはだいぶ知られてきたかな。 

工藤委員  精神や知的障害がある人が地域で暮らすためにも配慮、援助が必要なことがあると思 

うんですが、それについてはどうですか？  

西原委員 「障害の特性を理解することが大切」ということを学びました。 

しんちゃん どういうこと？ 

工藤委員  たとえば、自閉症の人はあいまいな表現が苦手という特性があるんだって。 

「その辺りをちょっと片づけて」とか言われても動けない。 

しんちゃん「その辺り」ってどこ？ 「ちょっと」って？ 

工藤委員  どこをどのようにするのか伝えればすごくきちんとやってくれるんだって。 

しんちゃん わかればどっちも気持ちいいね。 

保田委員 「共に生きる」ですね。障害のあるなしにかかわらず隣に暮らすのが当たり前で、だれ 

もが生き生きと暮らせるといいですね。 

西原委員  一人暮らしで、周囲とうまく関われない人も増えていますよね。   

小西委員  孤立・孤独者への対応は大きな課題ですね。誰一人取り残さない、誰も排除しない社 

会を作っていくために私たちにできることは何か、さらに学びを深め、考えていきた 

いと思います。しんちゃん、しんちゃんにできること、何かな？ 

しんちゃん しんちゃんは、バスの中でお年寄りやヘルプマークを付けた人に席を譲るよ。   

じゃあねー、バイバーイ。 
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令和 5年４月～令和 7年 3月 

 

正副代表委員会 

運営委員会 環境分科会 

教育分科会 交通分科会 

災害分科会 福祉分科会 

広報委員会
 

  

第 25 期保土ケ谷区民会議 
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第２５期 保土ケ谷区民会議 活動報告書（あゆみ） 
 

 環境分科会  
 

令和５年度（２０２３） 

※（ ）は、他分科会委員参加者 

 

 

回数 日  時 会 場 主な協議内容 出席数 

１ 5 月８日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

４０１会議室 

役員の選出 

新委員の自己紹介 

第２５期の活動方針の確認 

 

１８名 

２ 6 月 12 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

４０１会議室 

地域のつどい・区民のつどい実施について 

今後の活動のためグループ分け 

「ほどがや朝市」にて実施の「廃食油回

収」担当確認 

１６名 

３ 7 月 10 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

３０１・３０

２会議室 

地域のつどい」第１回仕分け作業報告 

SDGS13（気候変動に具体的な対策を）：

温暖化がもたらす影響を勉強 

 

１３名 

   ８月 座長の体調不良により中止 

４ ９月 1１日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

３０１・３０

２会議室 

「区民のつどい」分科会発表内容の検討 

「区民のつどい」役割分担決定 

「ほどがや朝市」にて実施の「廃食油回

収」担当確認 

 

１３名 

５ １０月 1０日

（火） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

４０１会議室 

「区民のつどい」分科会発表内容の検討 

「ほどがや区民まつり」の区民会議ブース

の担当員の決定 

 

１０名 

６ １１月 1３日

（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

「区民のつどい」分科会発表の様子を確認 

ごみ収集に関する、ある自治会で全戸配布

した注意文書の説明 

 

１１名 

７ １2 月 11 日

（月） 

午後２時 30 分 

(株)大川印刷 

工場見学会 

同社は「SDGｓパートナーシップ賞（特別

賞）」など数々の賞を受賞している 

１０名 

８ １月 9 日（火） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

(株)大川印刷工場見学会の振り返り 

２月の信愛エナジー(株)見学会について 

「ほどがや朝市」にて実施の「廃食油回

収」担当確認 

１３名 

９ 2 月 13 日（火） 

午後２時 30 分 

信愛エナジー

(株)見学会 

廃食油処理について朝比奈社長の講義を聴

きました 

７名 

(１０) 

１０ 3 月 11 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

３０１・３０

２会議室 

信愛エナジー(株)見学会の振り返り 

第２５期前半活動報告案の内容を検討 

分科会今後の活動予定検討 

 

１１名 
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令和６年度（２０２４） 

※（ ）は、他分科会委員参加者 

 

  

回数 日  時 会 場 主な協議内容 出席数 

１１ ４月８日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

保土谷区民会議５０周年記念誌原稿「環境

分科会１０年のあゆみ」ドラフトの検討 

９名 

１２ 5 月 13 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

「環境分科会１０年のあゆみ」ドラフト確

認 

「地域のつどい」各委員の出席する会場確

認 

６月のほたる観察会の確認 

 

１１名 

 

１３ 6 月３日（月） 

午後６時 30 分 

市沢・仏向の

谷戸 

自然環境勉強会とほたる観察会を実施 ８名 

(１４) 

１４ 7 月 8 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

「環境分科会１０年のあゆみ」最終確認 

災害分科会主催の帷子川分水路と資源循環

局旭工場見学会参加者確認 

８名 

１５ 8 月 5 日（月） 

午後 1 時 30 分 

かるがも２Ｆ

会議室② 

「区民のつどい」企画書第一弾検討 

ホタル観察会で入手の「ほどがや語りべ

集」を Scan して後日全員に配布する事と

した 

９名 

１６ 9 月 9 日（月） 

午前 10 時 00 分 

横浜環境保全

(株)見学 

生ゴミ堆肥化工場を見学 ８名 

１７ 10 月 7 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

「区民のつどい」分科会発表資料確認 

「区民まつり」の区民会議ブースの担当員

決定 

 

９名 

１８ 11 月 11 日

（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

大都市制度「特別市」地域説明会報告 

「区民のつどい」分科会発表総括 

８名 

１９ 12 月 9 日（月） 

午後１時 30 分 

区役所 

地下会議室 

YOKOHAMA GO GREEN について勉強 

出席委員の第２６期再任確認 

８名 

２０ 1 月 6 日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

プラスチックごみ分別変更について勉強 

全体会における分科会活動報告原案を検討 

「ほどがや朝市」にて実施の「廃食油回

収」担当確認 

 

８名 

２１ 2 月 10 日（月） 

午後 1 時 45 分 

南本牧の廃棄物

最終処分場見学 

平成２９年（2017 年）から埋立開始、埋

立期間は５０年を見込んでいたが、３０年

で満杯の恐れ 

 

７名 

 

２２ 3 月 1０日（月） 

午後 1 時 30 分 

区役所 

地下会議室 

南本牧の廃棄物最終処分場見学の振り返り 

全体会における第２５期環境分科会活動報

告確認 

 

８名 
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              第 25 期 保土ケ谷区民会議 活動報告書（あゆみ） 

 

 教育分科会  

 令和 5 年度（2023）  

回数 日 時 会 場 主な協議内容 出席数 

１ ５月9日(火) 

午前10時 

区役所 

401会議室  

◯役員選出→座長、副座長、書記世話人、広報

委員、「区民のつどい」実行委員  

◯第２5期活動テーマ及び活動内容検討 

◯分科会、世話人会の開催日時等について 

22名 

２ ６月13日(火) 

午前10時 

公会堂 

2号会議室 

◯活動内容３本柱に沿って話し合い 

◯「地域のつどい」に参加依頼 

◯第２5期教育分科会役割分担について説明 

17名 

３ ７月11日(火) 

午前10時 

区役所 

401会議室  

 

◯活動内容３本柱に沿って話し合 い→具体的

計画立案 

◯「区民のつどい」に向けた発表企画内容を話

し合い仮テーマ決定 

◯令和6年度教育分科会予算計上について話し

合い 

15名 

4 8月8日(火) 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

◯教育現場の実情を知る→仏向小見学スケジュ

ール、質問等検討 

◯地域の子育ての実情を知る→地域の人材を活

かすためのリサーチすることを決定 

◯「区民のつどい」発表内容について第2弾協

議 

16名 

5 9月12日(火) 

午前10時 

仏向小学校 

会議室 

◯仏向小学校見学及び懇談 

◯地域の子育ての実情を知る→各チームのリサ

ーチ進捗状況確認 

◯「区民のつどい」発表内容について→企画書

案を基に検討 

15名 

6 10月10日(火) 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

◯教育現場の実情を知る→仏向小への質問と回

答を確認 

◯地域の子育ての実情を知る→各チームのリサ

ーチ進捗状況確認 

◯「区民のつどい」発表内容→発表シナリオの

タイム計測実施 

◯「区民まつり」について 

13名 

7 11月14日(火) 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯地域の子育ての実情を知る→今後の活動とし

て成果物（冊子）作成することを決定 

◯「区民まつり」総括 

◯「区民のつどい」総括 

13名 
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8 12月12日(火) 

午前10時 

区役所 

401会議室 

◯地域の子育ての実情を知る→今後の５チーム

の方向性確認 

◯第25期前半全体会について 

◯50周年記念事業について 

12名 

9 １月9日(火) 

午前10時 

区役所 

401会議室 

◯地域の子育ての実情を知る→5チームから２

チームに再編した 

◯第25期前半全体会について→受付担当選出 

◯50周年記念事業について 

13名 

 10 2月13日（火）

午前10時 

区役所 

401会議室 

◯地域の子育ての実情を知る→２チーム、新リ

ーダーより進め方報告 

◯第25期前半全体会について→報告書完成 

◯50周年記念事業→記念誌について 

14名 

11 3月12日（火）

午前10時 

かるがも2

階 

多目的ホー

ル 

◯地域の子育ての実情を知る→２チームからの

報告に対しディスカッション 

◯第25期前半全体会について 

◯50周年記念事業について→記念誌担当分を9月完

成計画 

10名 

令和 6 年度（2024） 

回数 日 時 会 場 主な協議内容 出席数 

12 4月9日（火） 

午前10時 

かるがも2

階 

会議室② 

◯地域の子育ての実情を知る→２チームからの

報告に対しディスカッション 

◯令和6年度「地域のつどい」について 

◯花フェスタについて 

◯令和6年度会議日程一部変更について  

10名 

13 5月14日（火） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯地域の子育ての実情を知る→２チームからの

報告に対しディスカッション 

◯令和6年度「地域のつどい」について 

◯「区民のつどい」実行委員選出 

◯50周年記念誌（教育分科会）について 

11名 

14 6月11日（火） 

午前10時 

区役所 

401会議室 

◯地域の子育ての実情を知る→9月頃までに冊

子作成決定 

◯「GREEN×EXPO 2027」地域説明会開催参加

者募集について 

15名 

15 7月9日（火） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯地域の子育ての実情を知る→冊子の体裁＆分

量、完成時期決定 

◯「区民のつどい」発表企画案について 

◯50周年記念事業・協賛金について 

13名 

16 8月13日（火） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

◯冊子作成→２チームが作成した内容確認 

◯「区民のつどい」発表原稿確認 

7名 
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17 9月10日（火） 

午前10時 

区役所 

401会議室 

◯地域の子育ての実情を知る→冊子（案）2校

内容を確認 

◯「区民のつどい」→発表原稿の一部計測と見

なおし 

◯「区民まつり」→区民まつりの周知とアンケ

ート設問の決定 

14名 

18 10月8日（火） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯地域の子育ての実情を知る→冊子（案）3校

内容を確認 

◯「区民のつどい」→発表原稿（案）3校の計

測と当日役割分担確認 

◯「区民まつり」→パネル（案）最終確認 

11名 

19 11月12日（火

） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯冊子「子どものためのボランティア入門編」

→配布実績確認と今後の配布先検討 

◯「区民のつどい」について→役割分担の総括 

◯第2５期１２月～３月の教育分科会活動について 

11名 

20 12月10日（火

） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯冊子「子どものためのボランティア入門編」

配布先について 

◯全体会について→第25期教育分科会活動報告書

作成箇所の割り当 

◯第26期保土ケ谷区民会議委員募集について 

9名 

21 1月14日（火） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

 

◯冊子「子どものためのボランティア入門編」

配布状況の再確認 

◯全体会について→第25期教育分科会活動報告書

（案）確認 

◯第26期保土ケ谷区民会議委員募集について 

10名 

22 2月10日（火） 

午前10時 

岩崎中学校 

第1会議室 

 

◯冊子「子どものためのボランティア入門編」

配布状況の再確認 

◯全体会について→第25期教育分科会活動報告書

（案）とトピックス原稿確認、修正 

◯令和7年度教育分科会会議予定について 

◯岩崎中学校訪問にて授業参観実施 

9名 

23 3月11日（火） 

午前10時 

区役所 

地下会議室 

◯第26期教育分科会活動について 14名 
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              第 25 期 保土ケ谷区民会議 活動報告書（あゆみ） 

交通分科会 

 令和 5 年度（2023）  

回数 日 時 会 場 主な協議内容 出席数 

１ 5月10日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○座長・副座長・書記・世話人の選出 

○第24期の課題、提言、要望を継続 

○広報・区民のつどい実行委員の選出 

14名 

２ 6月14日（水） 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○ﾃｰﾏ・ｻﾌﾞﾃｰﾏの決定 (24期継続) 

○24期の活動・課題について協議 

○連絡網を作成(LINEのｸﾞﾙｰﾌﾟ再作成) 

17名 

３ 7月12日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○『自転車のﾙｰﾙ・ﾏﾅｰ』の啓発方法 

○作成動画の再編集・配布方法の検討 

○「区民のつどい」企画書 作成提出 

14名 

 4 8月9日(水) 

 午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○『自転車のﾙｰﾙ・ﾏﾅｰ』の啓発方法 

○作成した動画の活用法について 

○交通安全教室に参加 (安全協会) 

17名 

                                 

 5 9月13日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○「区民のつどい」協力委員の選出 

○紙芝居発表の全体の流れ・内容討議○研修会に

おいての質問事項を協議 

16名 

 6 10月11日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○「区民のつどい」内容及配布物検討 

○「区民まつり」ブース担当者選出 

○研修会における質問事項の纏め 

15名 

 

 7 11月8日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○「区民のつどい」役割最終打合せ 

○発表作品・展示物の最終打合せ 

○次回分科会後、昼食会開催 

16名 

8 12月13日(水) かるがも 

3階会議室 

○「区民のつどい」反省点・提案 

○研修会の次期及び質問事項の精査 

○春夏秋冬原稿を鞆さんに依頼 

15名 

9 1月10日(水)   

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○前半活動報告反省点・継続する事項 

○テーマ・サブテーマの変更を検討 

○「区民のつどい」用紙芝居の運用法 

14名 

10 2月14日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○後半サブテーマ「とにかくかぶろうヘルメット

」に変更 

○50周年に向けて過去10年間の交通分科会のあ

ゆみを宮司氏に依頼 

12名 

11 3月13日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○分科会前に研修会を開催 

 講師、保土ケ谷署交通課、伊藤係長 

○50周年記念「式典」・「区民のつどい」を実施、

消防音楽隊等調整、フードドライブ、廃油回収 

○花フェスタお手伝いさん選出 

14名 

  

  



 

- 53 - 

 

令和 6 年度（2024） 

12 4月10日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○ヘルメット着用率を上げて行くには 

○西野さん作成の続編原稿の検討 

13名 

13 5月8日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○5/18花フェスタお手伝い、「区民のつどい」委

員を選出 

○ヘルメット着用率の向上法を討議 

14名 

14 6月12日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○GREEN EXPO2027地域説明会、 

 各分科会より3名以上の参加者募集 

○「ラズベリー色のヘルメット」原稿 

 最終検討及びリハーサルの準備 

○作成動画をYouTubeに上げる検討 

16名 

15 7月10日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○「ラズベリー色のヘルメット」リハーサル「区

民のつどい」への準備 

○地域のつどい、6地区500名程度の参加をいた

だきました 

○YouTubeの発信を広める為の協議 

15名 

16 8月14日(水)   

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○区民会議５０周年記念事業に付いて 

 ★制作動画の最終チェック 

 ★「区民のつどい」壇上配置図 

  使用機材、進行法等の確認 

15名 

1７ ９月１１日(水) 

午前10時 

かるがも 

３階会議室 

○区民のつどい後、動画の活用法を協 議（子育

て世代の親子向け） 

○５０周年記念事業「区民のつどい」「区民まつ

り」とうの役割分担再確認 

○かごの屋にて昼食会 １２名参加 

12名 

1８ １０月９日(水) 

午前10時 

かるがも 

３階会議室 

○区民会議５０周年記念事業 

  （分科会の役割最終確認） 

○防犯のつどい、３世代交通安全等の 

 日程説明 

15名 

19 11月13日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○区民会議５０周年記念事業を振 

り返って意見交換 

16名 

20 12月11日(水) 

午前10時 

かるがも 

3階会議室 

○作成動画YouTubeへのUP経過報告 

○多様化する乗り物其れ等に伴う法 

 令に付いての研修会開催を検討        

13名 

21 1月15日(水) 区役所 

503会議室 

○YouTubeへのUP経過報告、協議 

○研修会日程 2月12日(水)決定 

13名 

22 2月12日(水) 区役所 

503会議室  

○第2回研修会 AM,10:00～ 

 講師保土ケ谷署交通課伊藤係長 

○作成動画をYouTubeに個人アカウントに

てUP 

○第26期残留者14名中12名予定 

14名 

23 3月12日(水) 区役所 

503会議室  

○第26期に向けての分科会の在り方について

協議・検討 

○第26期分科会の役員につて 

14名 
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第２5 期 保土ケ谷区民会議 活動報告書 （あゆみ） 

広 報 委 員 会 

令和 5 年度（２０２3～２０２4 年）    令和６年度（２０２4～２０２5 年） 

回数 日時 会場  回数 日時 会場 

１ ４月２０日（木） 

午前１０時 

かるがも３階会

議室 

 １２ ４月１９日（金）  

午前１０時 

アワーズ研修室 

2 ５月１８日（木） 

午後１時３０分 

アワーズ和室  １３ ５月１６日（金）  

午後１時３０分 

アワーズ研修室 

3 ６月２２日（木）  

午前１０時 

アワーズ和室  １４ ６月２０日（木）  

午前１０時 

区社協３階団体

交流室３ 

４ 

 

７月２０日（木） 

午後１時３０分 

アワーズ和室  １５ ７月１８日（木）  

午後１時３０分 

アワーズ和室 

５ ９月２１日（木） 

午前１０時 

アワーズ研修室  １６ ９月１９日（木）  

午前１０時 

アワーズ和室 

６ １０月 20 日（木）

午前１０時 

アワーズ研修室  １７ １０月２4 日（木）

午前１１時 

アワーズ研修室 

７ 

 

１１月２２日（水）

午前１０時 

アワーズ和室  １８ １１月２２日（木） 

午前１０時 

アワーズ研修室 

８ １２月１９日（火） 

午前１０時 

アワーズ和室  １９ １２月１７日（火）

午前１０時 

アワーズ研修室 

９ １月１８日（木） 

午前１０時 

アワーズ研修室  ２０ １月２１日（火）  

午後１時３０分 

アワーズ和室 

１０ ２月２２日（木） 

午前１０時 

アワーズ和室  ２１ ２月２０日（木）  

午前１０時 

ケアプラザ２階

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

１１ ３月２２日（金） 

午前１０時 

アワーズ研修室  ２２ ３月２１日（金）  

午前１０時 

ケアプラザ２階

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

  


